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前事業年度と前々事業年度分を用意
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テキストボックス

　　確認方法 ① （決算において対前年度と比較）
　

　　〔法人の場合〕

　 　確定申告の際に税務署へ提出した「法人事業
　概況説明書」の直近事業年度とその前年度分を　　用意します。
　　　「10 主要科目」の売上原価のうち「労務費」と
　販管費のうち「従業員給料」の計を、「４ 期末従　　事員等の状況」の期末従事員数（常勤役員を
  除く）で除した従業員１人当たりの額を比較し、　　２％以上となっているかを確認します。


 　【計算方法】

 　〔直近事業年度〕

  （労務費＋従業員給料）÷期末従事員数
 　＝１人当たりの額 （Ａ）

 　〔前事業年度〕

   （労務費＋従業員給料）÷期末従事員数
   ＝１人当たりの額 （Ｂ）

 　（ＡーＢ）÷Ｂ×100 ＝ ？％

　
　→２％以上賃上げが確認できた場合

 　　補助要件を満たしています。交付申請時に、「法人　　事業概況説明書」の写しを提出してください。
 　

  →２％未満の場合

 　  補助要件を満たしていませんが、R7.12.1～R8.12　.1の間に２％以上の賃上げ実施（予定）の場合は、　 ただちに交付申請が可能です。
　（「法人事業概況説明書」の提出は不要）

　 　交付決定を受けた後、賃上げが反映された月におい　 て、「賃金台帳」で対前年同月と比較し<P.6参照>、    ２％以上の賃上げが確認でき次第、賃上げ実施報告   を行ってください。（報告期限 R9.2.12）
　 　なお、賃上げ実施報告時には、「賃金台帳」の写しを
　提出してください。
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　　確認方法 ① （決算において対前年度と比較）
　
　　〔個人事業主（青色申告）の場合〕

　　確定申告の際に税務署へ提出した令和７年分と
  令和６年分の「所得税青色申告決算書」を用意し　　ます。
　　「所得税青色申告決算書」２ページ目の「給料
　賃金の内訳」支給額の合計を従業員数で除した　  　従業員１人当たりの額を比較して、２％以上と
　なっているかを確認します。

 　【計算方法】
　
 　〔令和７年分〕
 　　給料賃金の合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ａ）

 　〔令和６年分〕
 　　給料賃金の合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ｂ）

 　（ＡーＢ）÷Ｂ×100 ＝ ？％
　





416351
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「所得税青色申告決算書（一般用）」２ページ目
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　→２％以上賃上げが確認できた場合

　　 補助要件を満たしています。交付申請時に「所得　　税青色申告決算書」の写しを提出してください。


　→２％未満の場合

 　  補助要件を満たしていませんが、R7.12.1～R8.
　12.1の間に、２％以上の賃上げ実施（予定）の
　場合は、ただちに交付申請が可能です。
　（「所得税青色申告決算書」の提出は不要）

　　 交付決定を受けた後、賃上げが反映された月に
　おいて「賃金台帳」で対前年同月と比較し＜P.6参照＞　２％以上の賃上げが確認でき次第、賃上げ実施報　　告を行ってください。（報告期限 R9.2.12）
　 　なお、賃上げ実施報告時には、「賃金台帳」の
　写しを提出してください。
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　　確認方法 ① （決算において対前年度と比較）
　
　　〔個人事業主（白色申告）の場合〕

　 　確定申告の際に税務署へ提出した令和７年分と
  令和６年分の「収支内訳書」を用意します。
　  　「給料賃金の内訳」の「合計」（⑪給料賃金）を  　従業員数で除した、従業員１人当たりの額を比較し    て、２％以上となっているかを確認します。

　【計算方法】
　〔令和７年分〕
　　給料賃金の合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ａ）

　〔令和６年分〕
　　給料賃金の合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ｂ）

　（ＡーＢ）÷Ｂ×100 ＝ ？％


　→２％以上賃上げが確認できた場合

　　 補助要件を満たしています。交付申請時に　「収支内
　訳書」の写しを提出してください。

　→２％未満の場合

  　 補助要件を満たしていませんが、R7.12.1～R8.12.1　 の間に、２％以上の賃上げ実施（予定）の場合は、
　 ただちに交付申請が可能です。
 　（「収支内訳書」の提出は不要）

 　 交付決定を受けた後、賃上げが反映された月において、
　 「賃金台帳」で対前年同月と比較し＜P.6参照＞、２％
　以上の賃上げが確認でき次第、賃上げ実施報告を行って　ください。（報告期限 R9.2.12）
　 　なお、賃上げ実施報告時には、「賃金台帳」の写しを
　提出してください。
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「所得税青色申告決算書（農業所得用）」２ページ目
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　　【（農業所得用）の場合】
　 
　 　「雇人費の内訳」の支給額のうち現金の合計を
　従業員（雇人）数で除した従業員1人当たりの
　額を比較し、２％以上となっているかを確認します。
 （白色申告の場合も同様です。）

　【計算方法】
　
 　〔令和７年分〕
 　支給額(現金)合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ａ）

 　〔令和６年分〕
 　支給額(現金)合計÷従業員数＝１人当たりの額（Ｂ）

 　（ＡーＢ）÷Ｂ×100 ＝ ？％
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  雇用保険の控除のある
  従業員が対象です。
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 　「基本賃金」「所定時間外
  割増賃金」、「手当」の計
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  賃上げ実施月
（賃上げが反映された月 「賃金     計算期間」の１ヶ月分）
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　　確認方法 ② （賃金台帳により前年同月と比較）

　
　１　県内の事業所で雇用している従業員（雇用保険の被
　　保険者に限る）全員分の「賃金台帳」を用意します。

　２　賃上げ実施月の「基本賃金」「所定時間外割増賃金」
     「手当」の計について全員分を合計します。
  
　3 　合計した額を全員の人数（賃金台帳の枚数）で除し、　　　１人当たりの賃金支給額を計算します。
 
  4 　前年同月分も同様に計算し、２％以上の賃上げを確認　　　 します。
 

 　【計算方法】
 
  〔賃上げ実施月分〕
　　全員分（基本賃金＋所定時間外割増賃金＋手当）÷人数   　 ＝１人当たりの賃金支給額（Ａ）

　〔前年同月分〕
　  全員分（基本賃金＋所定時間外割増賃金＋手当）÷人数   　 ＝１人当たりの賃金支給額（Ｂ）

　（ＡーＢ）÷Ｂ×100 ＝ ？％


　→２％以上賃上げが確認できた場合
　
  　補助要件を満たしています。賃上げ実施報告を行い、賃金   台帳の写しを出してください。（報告期限 R9.2.12）
 
  →２％未満の場合

　 　２％以上の賃上げを実施したにもかかわらず、やむを得ない　事情※により、確認方法②では２％以上の賃上げが確認    　できないときは、確認方法③により２％以上の賃上げを確認
　することができます。 ＜P.7参照＞　　　　　　　　　　　　　　
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